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学校評価アンケート（前期）集計・結果について 

 

 今年度の学校評価保護者アンケート（前期）にご協力くださいまして誠に有り難うございました。アンケート集計結果に

ついて以下の通りご報告いたします。＜ 第１回（前期７月) 回収率１５．１％  在籍数（家庭数）３５７名 ＞ 

 （学校教育目標の重点・地域との連携・小中一貫教育の取り組み）「あてはまる」か「あてはまらない」の割合 

項目 あてはまる（昨年度後期） あてはまる（今年度前期） 

① 「よく考える子」「思いやりのある子」に重点を置いて

取り組んでいることを知っている。 

９１．４％ ９２．５％ 

② 地域と連携して子どもを育てている。 ９３．５％ ９８．１％ 

③  楢原中・楢原小との取り組みについて知っている。 

（職場体験・運動会のボランティア・同日引き渡し訓練） 

８４．９％ ８７．０％ 

「学校教育目標の重点」「地域との連携」については、90％以上の保護者が知ってくださっています。本当にありがたい 
ことです。また、小中一貫教育については、昨年度もお伝えしていますが、これほど高い数値の学校はなかなかありません。
その上、年々数値が上がっているのは、地域の皆様の日頃の取り組みが、保護者の皆様にも浸透しているという証です。一
緒に子供たちを見守ってくださっていることに、学校として心より感謝を申し上げます。今後も学校として取り組んだこと
をご理解いただけるように発信し続けていきます。 

（その他、学校の取組について）「あてはまる」「ややあてはまる」と「分からない」の割合 

項目 肯定的評価 

（昨年度後期） 

分からない 肯定的評価 

（今年度前期） 

分からない 

④ 安全管理（避難訓練等） ７９．８％ ４．３％ ↑  ８７．１％ ↑ １１．１％ 

⑤ 「特別の教科 道徳」を含む教育活動全体 ７１．２％ ５．３％ ↑  ８７．０％ ↑ １１．１％ 

⑥ いじめを許さない学校づくり ５９．１％ １４．０％ ↑  ８５．２％ ↓ １１．１％ 

⑦ 学級指導 

（授業や学校行事への意欲的な取り組み指導） 

 ７５．５％  ４．３％ ↑  ９２．６％ ↓  ５．６％ 

⑧ 授業における工夫 

（説明、板書、話合い活動の活用等） 

 ７１．２％   ９．６％ ↑  ８７．１％ ↑  ９．３％ 

⑨ 学習活動に対する評価の適切さ  ６３．８％   ７．４％    ↑  ７７．８％ ↑ １８．５％ 

⑩ 生活指導（よりよい生活・決まりを守る指導） ７５．０％ １．１％ ↑  ９２．６％ ↑  ５．６％ 

⑪ キャリア教育 

（はちおうじっ子キャリア・パスポート等） 

７８．７％  ４．３％ ↓  ７７．９％ ↑ ２０．４％ 

⑫ 学習環境の整備 ６５．６％  ６．５％ ↑  ７５．９％ ↑ １８．５％ 

⑬ 情報の提供（学校だより・ホームページ等） ８０．９％  ２．１％ ↑  ８５．３％ ↑  ９．３％ 

⑭ 特別支援教育 

（支援を必要とする児童への指導） 

７５．５％ ６．４％ ↑  ８７．１％ ↑  ７．４％ 

 今回、特に特徴的である数値の変動は、１つを除いて全て、肯定的評価の数値が上がっていること。そして、それと同時 

に「分からない」の数値も上がっていることが見て取れます。ということは、理解できる部分については肯定的に捉えてい 

ただけており、それ以外は分からないという二極化になっているという表れであると考察できます。 

昨年度、前期で肯定的評価の低かった「特別の教科 道徳」を含む教育活動全体」「いじめを許さない学校づくり」「学習 

活動に対する評価の適切さ」「学習環境の整備」の４つでは、「分からない」と答えた方が多かったのですが、今回、数値

は全て増加しています。特に「学級指導」「生活指導」の２項目は９０％を超える数値となりました。授業での取り組みや、

生活指導での取り組みをご理解いただき、本当にありがとうございます。 

ただし、今回の傾向として「分からない」との回答が１０％以上増えた「学習活動に対する評価の適切さ」「キャリア教
育」「学習環境の設備」においては、今後も学級通信や学年だより、学校だよりでのお知らせ、担任や学年からの連絡、ホ
ームページの掲載や一斉メール等、できる限り様子が分かるようにお伝えし、地域、保護者の皆様とともに子供たちが健や
かに成長できるよう、力を注いでいきます。 

保護者アンケートの結果から 
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http://hachioji-school.ed.jp/swas/index.php?id=toyoe


ご意見から 

学校運営協議会、全教職員で検討し、今後の教育活動に活かしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校から】 
・ご意見をありがとうございます。年間行事予定表については、今年度からは３月末には大まかなものを、 
４月の保護者会で決定したものを配布させていただきます。 
・ご迷惑をおかけして申し訳ありません。学級からの提出物の依頼は、できるだけ余裕をもってお伝えでき 
るよう努力してまいります。もし、ご準備が難しい等ございましたら、すぐにご相談ください。 

【保護者意見：配布物について】 

・年間行事予定表や運動会のプログラムなど、配布物が遅いと思います。提出物など期限があるものや親が用意し

ないといけない物など、仕事をしている私には１週間の期限が難しいと感じます。もう少し余裕が欲しいです。 

【保護者意見：陶鎔スタイルや学校からの協力のお願いについて】 

・学校から親への協力やお願いは多いが、学校側が協力的だとは感じられません。運動会の全体練習の時間は水飲みタ

イムが無いや、今年から放課後のトラブルは対応しないなど。 

・陶鎔ルールも入学の時より増えているように思われます。増やすことができるのであれば、ルールを見直しすること

もできるのではないでしょうか。 

【学校から】 
・学校が協力的に感じられないと感じさせてしまい、大変申し訳ありません。運動会の全校練習は１時間目に行
っていますので、暑さ指数（WBGT）や児童の様子等を鑑みて、水飲みタイムは終了後にすぐ入れています。
また、学年での全体練習では、必ず適宜水分補給の時間を必ず入れるようにしています。児童同士のトラブルに
おいては、学校生活に関わる内容ですので、放課後に起こったことでも学校で聞き取りを行ったり、指導をした
りしております。学校生活以外の情報をいただけることは、児童同士の関係を見る上でも大変ありがたいです。 
ただ、放課後子ども教室については、昨年度の１０月号の学校評価でもご説明した通り、学校の主催ではなく、

「八王子市教育委員会 放課後児童支援課」が地域の皆さんで構成された「放課後子ども教室推進委員会」など
に委託し、学校の理解を得て校庭や施設を活用、実施している事業です。そのため、怪我等の場合には、安全管
理員が保護者に連絡をすることになっており、学校や教職員が対応することではありません。そのことと混同さ
せてしまったのでしたら、説明不足で申し訳ありませんでした。 
・陶鎔スタイルを見てくださってありがとうございます。学校の状況、実態によって必要がなくなる場合もある
ため、毎年見直しています。特に今年度は、昨今の暑さ対策の追加や、保護者からのご意見等をもとに、具体的
でより分かりやすい言葉にしました。そこが増えていると感じられたかもしれませんが、内容に変更はありませ
ん。具体的な内容に対するご質問がありましたらお伝えください。 

【保護者意見：持ち物（タブレット端末・飲み物）ついて】 

・日々の持ち帰り荷物が多すぎるように思う。置き勉できる教科はわずかで、限られており、宿題や予習復習のために 

ほとんどの教科を運ぶ毎日。何のためのパソコンなのか分からなくなるほど。この５年半でパソコンが宿題や学習に生

かされるよう学校が取り組んでいるとは思えない。場合によってはそのパソコンも持ち帰る必要がある為、子供のラン

ドセルは大人でもつらい重さになっている。成長期の骨への影響が心配なのもあるが、特に夏の暑い登下校では熱中症

の要因にもなりかねず心配は尽きない。今後ぜひ学校と保護者で考え改善していきたい課題だと考えている。 

・猛暑がこの梅雨でも深刻な状況ですが、水筒だけでは飲み物が足りないと思います。ペットボトルを持っていくのは

だめだと伺っていますが、何か対策として考えておられますでしょうか。早急な返答をお待ちしています。 

・体力テストの入力は、行うのは構わないのですが、確認したいのに、一番初めに来たメールにしかURLが載っておら

ず、メールをゴミ箱に入れてしまい探すことが大変でした。いつもとても丁寧なメールをいただきますが、必要なも

のを端的に分かりやすく書いていただいた方が伝わるように思います。 

・欠席連絡のアプリが分からないと何度か連絡したが、まだ詳細を教えてもらっていない。 

【学校から】 
・おっしゃる通り、文部科学省からも教科書等を学校に置いて行くことを推奨していますので、各学年でもう
一度、持って帰らなくて大丈夫なもの等の精選をし、子供たちが苦しくないようにしていきます。 
・タブレット端末については、学年の児童の実態等にも寄りますが、学校内の授業ではほとんどの学級で使用
しています。また、タブレット端末の持ち帰りについては、他教科の教科書の持ち帰り状況を配慮して行うよ
うにします。学校と保護者とで考えていきたいとのご意見、本当にありがたいです。 
・このところの猛暑における対策として、水筒の中身もお茶だけではなくスポーツ飲料も可能とさせていただ
いておりますし、年間通して水筒持参も可と変更しております。また、学校の水道も水質検査をしっかりと行
っています。飲むことができますので足りなくなった場合には水道水を入れることもできます。また、今後は、
ペットボトルを水筒状の容器に入れて持ってくることも可とします。ただし、決して容器から出さないこと、
記名をすること、空になったものでも持ち帰ることを守るようにお願いいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者意見：教室の冷房について】 

・〇－〇のクラスだけ暑いと子供たちから聞いている。 

【学校から】 
・学校施設による学習の環境が整えられず、申し訳ありません。毎年の年度末には担任がエアコンフィルター
の清掃を行っています。また、効きの悪い教室については、７月にはもう一度フィルターの清掃を行いました。
学校施設課にも早い段階から連絡をしており、修理が必要な学級は夏季休業中に業者が入りました。効きの悪
いエアコンについては、さらに業者による清掃を行いました。今後も引き続き対応してまいります。 

【学校から】 
・見守り、そして挨拶をありがとうございます。ご気分を悪くさせてしまい、申し訳ありません。確かに子供
たちは挨拶をすることが大変苦手になっているかもしれません。また、おしゃべりに夢中で聞いていないとい
うこともあるかもしれません。学校としても、気持ちの良い挨拶ができるように取り組んでまいります。貴重
なご意見をありがとうございました。 

 

【保護者意見：児童の挨拶について】 

・見守りの時に子供たちが挨拶できない。こちらから挨拶をするが返事もしない。毎回とても気分が悪くなる。 

【保護者意見：地域（旗振りボランティアの方）との連携について】 

・旗振りの際にボランティアの方から「他の学校からは小まめに連絡が来るが、陶鎔小からは年１回しか来ない。」「お

礼を言われるためにしているわけではないが学校からの情報や連絡が無さすぎるのではないか。その折にありがとうと

伝えてくれるだけでも違う。」「旗振りをやりに行くと保護者が居たり居なかったり、１名だったり２名だったりどんな

ルールでやっているのか分からない。」「大人が居ないと危険だと思うが保護者が毎日いるように予定が組まれているの

であれば自分は不要なのではないか。」等のお話をされました。見守ってくださっているボランティアの方とは言え、

いち保護者が旗振りの予定表をお伝えするわけにもいかないのでお伝えはしておりません。長年ボランティアをしてく

ださっている方にはこのようなお話をされるということは、この点については学校（旗振りであれば PTA？）と地域の

方との連携が希薄なのではないかと感じました。 

 
【学校から】 
・見守り、そして挨拶をありがとうございます。学校としては、旗振りボランティアの地域の方には毎月学校
だよりを送らせていただいていますが、今後は連絡も随時行えるようにしていきます。PTAとも連携し、地域
の方へ感謝の気持ちを伝えていきたいと思います。教えていただき、ありがとうございました。 

 

【最後に】 
大変ありがたい建設的なご意見を本当にありがとうございました。これも本校のPTAや学年委員の方をはじ

め、保護者の皆様、おやじの会、地域の皆様、卒業生の皆様、そして学校運営協議会の皆様が、一緒に育てて
いこうという気持ちでいてくださるからこそだと実感しています。子供たちの全国の意識調査でも、地域の方
とつながっているとの回答が、東京都や全国と比較すると数値が倍以上ある等、本校は地域の方に支えていた
だいていることを子供たちも実感しています。大変心強いです。心より御礼申し上げます。 
 私たち教員は、子供たちの今と未来を幸せにするために、今できることをできる限り行っていきたいと考え
ています。「これはやるべき」を精選して、「どうやるか」を考えて実行します。私たちの大切な子供たちの貴
重な時間を、保護者や地域の皆様と共に紡ぎ、充実した日々となるよう、これからも教職員一同、取り組んで
まいります。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 



 


